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学校だより№１ 平成２７年４月 ７日

と き わ 通 信
文責；いわき市立湯本第二小学校長 小川幸一

平成２７年度のスタートに当たって
昨日、第１学期始業式と入学式が行われ、いよいよ平成２７年度の学校生活がスタートしました。

今年度の児童数と担任、職員組織は次のとおりです。

学級名 男子 女子 合計 担 任 名 役職名 氏 名

第１学年１組 １１ ５ １６ Ｍ・Ｓ 校 長 小川 幸一

第１学年２組 １１ ５ １６ Ｋ・Ｓ 教 頭 Ｈ・Ｍ

第２学年１組 １５ ９ ２４ Ｚ・Ｎ 教務主任 Ｙ・Ｍ

第３学年１組 １４ １２ ２６ Ｈ・Ｓ 養護教諭 Ｔ・Ｋ

第４学年１組 １４ １０ ２４ Ｔ・Ｓ 主 査 Ｒ・Ｗ

第５学年１組 １２ １１ ２３ Ｋ・Ｎ 支援員 Ｋ・Ｆ

第６学年１組 １０ １７ ２７ Ｒ・Ｕ 支援員 Ｆ・Ｋ

アカシヤ１組 ４ ２ ６ Ａ・Ｙ 用務員 Ｈ・Ｍ

アカシヤ２組 ２ ０ ２ Ｔ・Ｍ 用務員 Ｍ・Ｔ

ときわ(通級) Ｔ・Ｓ 学校司書 Ｚ・Ｙ

合 計 ９３ ７１ １６４ ｶｳﾝｾﾗｰ Ｋ・Ｈ

福島県では、１・２年生は、３０人で１学級として学級を編制しています。今年の１年生は３０

人を超えたために２学級となりました。１年生担任として、御厩小学校よりＫ・Ｓ先生、ときわ学

級担当として平第四小学校よりＴ・Ｓ先生、学校司書としてＺ・Ｙさんをお迎えしました。学級担

任は、これまで培ってきた児童と教師の信頼関係をもとにさらに深化・発展する教育活動ができる

ようにとの考えからそれぞれの学級を受け持っていただきました。

今年も、湯本第二小学校の子ども達のために、絶大なるご協力をお願いいたします。

今年の本校教育のキーワードは、『鍛える』です。

昨年１年間、本校の子ども達と向き合い、たくさんのよさを感じました。素直さ、元気さ、どの

ようなことにも対応できる柔軟性、…。子ども達に望むのは、自分の力をもっと伸ばそうとする向

上心です。学ぶ力も備わっています。運動する力も備わっています。もっと自分の力を伸ばすべく、

しっかり目標を立てて学校生活を送れば、子ども達の可能性はより広がります。

始業式では次の三つの『鍛える』について話をしました。

１ 頭を鍛える

・何でも１００点をめざす → 毎時間の授業を真剣に 家庭学習の継続

２ 心を鍛える

・本をたくさん読むこと → たくさんの考えに触れ、自分に生かす

・人に優しくすること → あいさつ 仲良くする

３ 体を鍛える

・毎朝校庭を走る(低学年３周、中学年５周、高学年７周) →脳も活性化

・早寝、早起き、朝ごはん → よい生活リズムが心身を健康にする

ご家庭でもぜひ励ましてあげてください。
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～ ４月の行事予定 ～
６日(月) 入学式、始業式 ２０日(月) ３・５年生聴力検査
７日(火) 地区なかよし会 ２１日(火) ６年生全国学力・学習状況調査
８日(水) ５・６年生発育測定 １・２年生聴力検査
９日(木) ３・４年生発育測定 ２２日(水) ３・４年生内科検診

１０日(金) １・２年生発育測定 ２５日(土) 運動会 雨天順延
１年生給食開始 ２６日(日) 運動会予備日(日曜も中止のときは日曜は授業実施、お弁当持参)
交通教室のため 14:00頃一斉下校 ２７日(月) 運動会のための繰り替え休業日

１７日(金) 授業参観日、ＰＴＡ総会 ２８日(火) お弁当の日 日曜中止のときの運動会予備日

１８日(土) ＰＴＡ奉仕作業 ２９日(水) 昭和の日

教育の充実に向けての4つのお願い

家庭学習の励行 朝の登校時の安全指導と声かけ
これからの社会で生きる子ども達に必要なの 本校では、他校と同じように、子ども達が安

は、自ら学ぼうとする態度や学び方を身につける 全に登校できるようにとかなり昔から集団登校

ことです。文化も経済も科学も日々変化していき をしています。

ます。変化に対応するための力が必要です。 集団登校のよさは、子どもが自分たちで注意

昨年配布しました｢みんなで育てるゆもとっ子｣ しあって登校することで自立心が高まることと、

をお家の見えるところに貼って、親子で意識して みんなで安全に登校できること、どんな天候の

家庭学習に取り組ませてください。 時も歩くということを通しての忍耐力や体力が

高まることにあると思います。しかし、現代は、

車社会となり、交通量も激しくなりました。運

転マナーの悪い運転手もいて、道路を横断する

時などは十分な注意を払わなければなりません。

そこで必要なのが大人の力です。これもどの

地域でもＰＴＡや交通安全母の会、地区の子供

会等が主体となっていわゆる｢旗当番｣なる活動

をしています。お忙しいこととは思いますが、

お互いにお互いのお子さんを守るため朝の安全

指導と｢おはよう｣の声かけをお願いいたします。

お子さんとの会話の時間を 善悪の判断力を高める
お子さんときちんと対面して話をする時間は１ ～人とのかかわりから～

日にどのくらいでしょうか。｢家ではよく子ども これは、会津若松市で全児童生徒へ指導され

と話をします。｣というご家庭でも、テレビを見 ているものです。会津ならではの思想ではあり

ながらだったりします。 ますが、人として生きていくうえで最も大切な

１日のうち、５分でも１０分でも余計な雑音を 精神だと思っ

入れずにお話をする時間をつくっていただきたい ています。一

と思います。子ども達は話したいことがたくさん 人の社会人と

あります。高学年になるほど自分から話をするこ して育てる義

とは少なくなってきますが、きっかけを作ればど 務があること

んどん話します。家族で話すことが家族愛を深め を根底にすえ

る基盤です。話すことで子どもはまた新たな挑戦 た接し方をお

に踏み出せます。親子読書もいいですね。 考えください。


